大衆 文芸 は 小説と 変り はない。 西洋人が 小説と して 

通用 させて ゐる ものに も 大衆 文芸 的な もの は 沢山 ある 

やう だ。 唯 僕 は 大衆 文芸 家が 自 ら 大衆 文芸 家 を 以て 

任じて ゐ るの は考へ もの だと 思って ゐる。 その為に 大 

衆 文芸 は 興味本位 —— ならば まだし も 好い。 興味 以外 

の もの を 求めない やうになる の は考へ もの だと 思って 

ゐる。 大衆 文芸 家 ももつ と 大きい 顔 をして 小説家の 

領分へ 斬り こんで 来る が 好い。 さもないと 却って 小 

説 家が (小説と しての 威厳 を 捨てずに) 大衆 文芸 家の 

領分へ 斬り こむ かも 知れぬ。 都々 逸 は 抒情詩 的 大衆 文 

きた はら はくしう りえう 

芸だ。 北 原 白 秋 氏な どの 俚謡 は 抒情詩 的 小 衆 文芸 だ。 



都々 逸 詩人 を 以て 任じて ゐては 到底 北 原 氏な どに 追 ひ 

つくもの ではない。 次 手に 云 ふ。 今の 小説が 面白くな 

いから、 大衆 文芸が 盛んにな つたと 云 ふの は譃 だ。 

古往今来 小説な ど を 面白がる 人 は 沢山 ゐ ない。 少 くと 

も 講談の 読者 ほど 沢山 ゐ ない。 その 又 小説の 少数 の 読 

者 も 一 一十代に は 小説 を 読み、 三十 代に は 講談 を 読んで 

ゐる。 (その 原因が どこに あるか は 別問題と して) 大 

衆 文芸が 盛んにな つたの はほんた うに 小説に 飽き 足ら 

ない よりも、 講談に 飽き 足らない 読者 を 開拓した 為 だ。 

(大正 十五 年 六月) 
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